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− 9 月定例会−

可
決
・
承
認

さ
れ
た
議
案

　第5回定例会が8月30日から9月28日までの30日間の会期で開催され、平成30年度一般会計補正予算案
（第4号）、仙北市印鑑条例の一部を改正する条例、平成29年度一般・特別会計決算認定議案など計20件が
審議されました。
　一般会計補正予算は、予算常任委員会で総合給食センターの実施設計が未完了のため、設計完成後の精査
が必要として、給食センター建設費の内、平成30年度分の予算額、1億2,876万円を減額した修正案が提出
され、全会一致で可決されました。また、会期最終日には、西木庁舎の暖房用ボイラーが故障し、老朽化で
修理不能の為、FF式ストーブを導入する費用3,289万円の追加提案が上程され可決。そして、平成29年度
一般・特別会計決算は慎重審査の結果認定されました。合わせて請願1件、意見書2件も可決されております。
　10月16日に第6回臨時会が開かれ、総合給食センター建設事業費1億2,600万9千円の補正予算が提出さ
れ、2名の賛成討論の後、全会一致で可決されました。（詳細は3ページ）

給食センター建設費1憶2,876万円は、実施設計未完了につき減額修正される
補正額 １億9,890万円を可決　累計201億761万円に
平成30年度一般会計補正予算

議案番号

　　会派及び氏名　　　　
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議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

公
明
党

共
産
党

党
及
び
会
派
に

属
し
な
い
議
員

黒

沢

龍

己

小

林

幸

悦

髙

橋

　

豪

田

口

寿

宜

八
桺
良
太
郎

真

崎

寿

浩

高

橋

輝

彦

武

藤

義

彦

門

脇

晃

幸

熊

谷

一

夫

平

岡

裕

子

小

木

田

隆

阿
部
則
比
古

荒
木
田
俊
一

伊

藤

邦

彦

高

久

昭

二

稲

田

修

議 案
第 75  号 仙北市印鑑条例の一部を改正する条例制定について 9/28 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛

議 案
第 78  号

平成 30 年度仙北市国民健康保険特別会計補正予
算（第 1 号） 9/28 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛

議 案
第 79  号

平成 29 年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定に
ついて 9/28 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 反 賛

議 案
第 84  号

平成 29 年度仙北市国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定について 9/28 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 反 賛

議 案
第 94  号 平成 30 年度仙北市一般会計補正予算（第 5 号） 9/28 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛

議 員 提 出
議案第 6 号

意見書の提出について（地方消費者行政に対する
財政支援（交付金等）の継続・拡充を求める意見書） 9/28 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

議 員 提 出
議案第 7 号

意見書の提出について（消費税増税 10％引き上
げ中止を求める意見書） 9/28 可決 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 反 賛 反

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

凡例 : 賛→賛成、反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律で定めるケース以外では表決をしないことになっています）
議決結果/議員賛否 平成30年 第5回 仙北市議会定例会（招集日：8/31　最終日：9/28）

◇平成 30 年度仙北市一般会計補正予算（第 4 号）…給食セ
ンター建設費を除く

◇平成 30 年度仙北市一般会計補正予算（第 5 号）
◇平成 30 年度仙北市集中管理特別会計補正予算（第 1 号）
◇平成 30 年度仙北市国民健康保険特別会計補正予算（第 1

号）
◇仙北市印鑑条例の一部を改正する条例制定
◇大曲仙北広域市町村圏組合の共同処理する事務の変更及

び大曲仙北広域市町村圏組合規約の一部変更について
◇平成 29 年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定について
◇平成 29 年度仙北市集中管理・下水道・集落排水・浄化槽

事業特別会計歳入歳出決算認定

◇平成２９年度仙北市国民健康保険・後期高齢者医療・介
護保険特別会計歳入歳出決算認定

◇平成２９年度仙北市生保内・田沢・雲沢財産区特別会計
歳入歳出決算認定

◇平成２９年度病院事業会計決算認定
◇平成２９年度仙北市温泉・水道事業会計決算認定
○請願 市道羽根ヶ台線及び神代岡崎線（一部）を二車線規

格に改良を求める請願
○意見書 地方消費者行政に対する財政支援（交付金等）の

継続・拡充を求める意見書
　　　　 消費税１０％引き上げ中止を求める意見書
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本会議・予算常任委員会　9月定例会で審議された補正予算

農
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
水
素
利
用
に
よ
る
産
業
創
造
事
業 

内
容
は
い
か
に
？

質
問　

国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
で
の

取
り
組
み
と
な
る
が
、
具
体
的
な
内
容
は
？

答
弁　

農
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
関
連
事
業
は
、
セ
ン
サ
ー

技
術
の
活
用
に
よ
る
農
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
導
入
に
向

け
た
農
業
者
向
け
説
明
会
開
催
と
、
農
業
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
実
証
実
験
を
行
う
。
ま
た
、
水
素
利
用
に

関
し
て
は
、
東
北
大
学
と
連
携
し
玉
川
温
泉
で

の
水
素
生
成
・
発
電
実
験
を
行
い
、
実
験
工
場

の
製
作
に
つ
な
げ
る
予
定
と
し
て
い
る
。
将
来
、

災
害
時
の
応
急
電
源
や
ド
ロ
ー
ン
バ
ッ
テ
リ
ー

な
ど
へ
の
活
用
を
期
待
し
て
い
る
。

ス
キ
ー
場
へ
の
外
国
人
客
誘
致 

受
け
入
れ
態
勢

は
大
丈
夫
か
？

質
問　

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
推
進
事

業
で
は
、
本
市
ス
キ
ー
場
へ
の
外
国
人
ス
キ
ー

客
誘
致
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、

そ
も
そ
も
受
入
れ
側
に
お
け
る
多
言
語
化
や
外

国
語
で
の
接
客
な
ど
態
勢
は
万
全
な
の
か
？

答
弁　

1
～
2
月
に
か
け
て
韓
国
や
台
湾
か
ら

の
ツ
ア
ー
客
に
対
し
、
仙
台
空
港
と
田
沢
湖
ス

キ
ー
場
エ
リ
ア
を
結
ぶ
直
行
バ
ス
を
20
本
程
度

運
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
ス
キ
ー
の
他
、
様
々

な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
滞
在
時
間
と
消

費
額
の
増
に
つ
な
げ
た
い
。
多
言
語
標
記
に
つ

い
て
は
、
一
部
対
応
済
だ
が
全
体
的
に
弱
い
た

め
、
早
急
に
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
英
語
や
韓

国
語
を
話
せ
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
い
る
が
、

今
後
人
材
確
保
と
育
成
を
進
め
た
い
。

平
成
30
年
度
補
正
予
算 

主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

総合給食センター建設費
1億2,876万円

実施設計未完了のため 全会一致で減額修正

　9月定例会には、平成32年度からの運用を予定
している総合給食センターの建設費予算が計上さ
れました。
　総務文教常任委員会の審査を経て、予算常任委
員会に審査内容が報告されましたが、議案上程や
委員会審査の段階ではまだ実施設計が完了してい
なかったことが判明しています。各委員からは、
「設計完了後、教育委員会の完成検査を経て、誤
りや違算がないことを慎重に確認した上で予算を
上程するべきだ」との意見が相次ぎました。
　その後、総務文教委員会の委員から総合給食セ
ンター建設費1億2,876万円を一時凍結するための
減額修正案が提出され、予算委員会ではこれを全
会一致で可決しています。
　今後は、実施設計の完了と市教育委員会での完
成検査等を待って再び予算が審査される予定で
す。

10月16日臨時議会
総合給食センター実施設計完了

完成検査を終え建設費が再度提案される

　9 月定例会で実施設計が未完了のた
め議会によって減額修正された新総合
給食センター建設費について、この程
実施設計が完了し、市教育委員会にお
いてその完成検査を行った結果、設計
内容に違算や誤りがないことが確認さ
れたため、10 月 16 日臨時議会が開催
され、改めて建設費予算が審議されま
した。
予算額は工事内容や厨房設備の見直し
により、前回より約 215 万円少ない 1
億 2,660 万円（平成 30 年度分）で、来
年度分も合わせた全体の建設費も 12 億
5,772 万円と 2,158 万円減少しています。
市議会では慎重審査の結果、これを可
決し今後、平成 32 年春の運用開始に向
けて建設工事が進むこととなりました。

主
な
内
容

公共施設等マネジメント事業費 1,268万円 旧市立角館総合病院の解体設計費 アスベス
トや土壌調査も実施

農業 IoT・水素利用による産業創
造事業費

1,250万円 農業分野での IoT 活用と玉川温泉での水素
生成実験

AKITA スノーリゾート推進事業費 542万円 外国人スキー客の誘客事業

小学校諸工事費 1,348万円 神代小の体育館漏水修理をはじめ各小学校
施設の修繕費

総合給食センター建設事業費 1億2,890万円 総合給食センターの 30 年度分の建設費（総
額約 12 億 8,000 万円）

本庁舎維持管理費 3,289万円 西木庁舎のボイラーが老朽化し使用不可能と
なったため、FF 式ストーブへ更新する費用

実
施
設
計
完
了
後

建
設
費
が
再
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
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平成29年度 一般会計決算額
① 歳入総額 208 億 1,768 万円　　②歳出総額 199 億 3,232 万円　　① - ② 収支 8 億 8,536 万円

市
税
の
滞
納
と
そ
の
対
応

質
問　

公
平
性
を
担
保
す

る
た
め
に
も
法
的
手
続
き

に
基
づ
き
徴
収
を
強
化
す

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
？

特
に
入
湯
税
に
つ
い
て
は

温
泉
施
設
が
入
浴
客
か
ら

預
か
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
施
設

側
か
ら
の
未
納
が
発
生
す

る
の
は
お
か
し
い
の
で
は

な
い
か
。

答
弁　

入
湯
税
は
各
施
設

か
ら
の
毎
月
の
申
告
に
よ

り
税
額
が
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
申
告

納
税
が
遅
れ
る
施
設
も
あ

る
。
電
話
や
訪
問
に
よ
り

対
応
し
て
い
る
。
平
成
29

年
度
は
未
納
額
ゼ
ロ
と

な
っ
て
い
る
が
、
過
去
の

滞
納
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
努
力
し
徴
収
す
る
。

保
育
所
待
機
児
童
対
応

と
病
児
保
育
の
実
施
を

質
問　

平
成
29
年
度
の
保

育
所
待
機
児
童
の
状
況
と

そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
保
護
者
か
ら
の
要

望
が
多
い
病
児
保
育
実
施

に
向
け
た
取
り
組
み
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

答
弁　

平
成
29
年
度
に
お

け
る
待
機
児
童
発
生
数
は

10
名
で
、
そ
の
内
2
名
は

市
の
補
助
制
度
に
よ
り
、

市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
る
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
。
残
り
の
8
名
は

在
宅
で
の
保
育
を
選
択
さ
れ

た
た
め
、
翌
年
度
優
先
し
て

入
園
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し

た
。
ま
た
、
病
児
保
育
に

つ
い
て
は
、
市
立
角
館
総
合

病
院
で
の
実
施
を
検
討
し
た

が
、
今
の
と
こ
ろ
専
用
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
等
課
題
も
多
く
大

変
厳
し
い
。
今
後
そ
う
し
た

課
題
を
精
査
し
早
期
に
開
設

で
き
る
よ
う
進
め
て
行
く
。

温
泉
を
活
用
し
た
ヘ
ル

ス
ケ
ア
事
業
の
効
果
は

質
問　

市
内
の
温
泉
施
設

で
行
っ
て
い
る
ヘ
ル
ス
ケ

ア
推
進
事
業
の
効
果
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　

疲
労
ス
ト
レ
ス
測

定
器
を
導
入
し
て
温
泉
入

浴
に
よ
る
効
果
を
測
定
し

て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ

利
用
実
績
は
少
な
い
。
今

後
は
測
定
器
を
市
民
の

方
々
に
し
っ
か
り
と
活
用

し
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し

デ
ー
タ
の
蓄
積
を
図
っ
て

行
き
た
い
。

　9月定例会では平成29年度の決算についても審査されました。各常任委員会での分科会審査を経て、予算
常任委員会と本会議において各決算が認定されています。

平成29年度一般会計・特別会計決算収支状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区分 歳入 ① 歳出 ②
形式収支 ③
（① ー ②）

翌年度に繰り越
すべき財源 ④

実質収支 ⑤
（③ ー ④）
下段前年度

単年度収支

一般会計 20,817,685,964 19,932,323,307 885,362,657 107,055,000 778,307,657 511,513,042266,794,615

特別会計 9,612,447,512 9,335,449,601 276,997,911 701,000 276,296,911 22,088,489254,208,422

内　

訳

集中管理 3,616,384,473 3,616,384,473 0 0 0 00

下水道事業 753,459,812 752,818,931 640,881 551,000 89,881 3,48786,394

集落排水事業 376,820,811 376,733,656 87,155 0 87,155 -8,72695,881

浄化槽事業 92,965,399 92,909,628 55,771 0 55,771 -54356,314
国民健康保険　

事業勘定 3,807,075,968 3,576,871,597 230,204,371 0 230,204,371 21,869,569208,334,802
国民健康保険
田沢診療施設 21,645,220 21,596,230 48,990 0 48,990 5,01743,973
国民健康保険
神代診療施設 81,860,536 81,736,272 124,264 0 124,264 67,91756,347

後期高齢者医療 300,089,814 299,575,906 513,908 0 513,908 293,508220,400

介護保険 423,148,727 422,770,449 378,278 0 378,278 -10,119,67310,497,951

生保内財産区 85,589,158 58,344,224 27,244,934 0 27,244,934 6,079,18121,165,753

田沢財産区 44,732,220 29,083,998 15,648,222 150,000 15,498,222 4,878,16210,620,060

雲沢財産区 8,675,374 6,624,237 2,051,137 0 2,051,137 -979,4103,030,547

総　計 30,430,133,476 29,267,772,908 1,162,360,568 107,756,000 1,054,604,568 533,601,531521,003,037

平
成
29
年
度

一
般
会
計
決
算 

予
算
委
員
会
の
質
疑
か
ら

本会議・予算常任委員会　平成29年度決算が審査される



こ
こ
が
聞
き
た
い

5

8
人
の
提
言

蒼生会 門 脇 晃 幸 議員

る
と
平
成
26
年
度
か
ら
の
累
計
で

約
20
億
円
が
自
由
度
を
失
っ
て
い

る
。
ま
さ
に
財
政
が
硬
直
化
し
て

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の

解
消
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答
弁　

確
か
に
、
平
成
29
年
度
決

算
の
経
常
収
支
比
率
が
高
く
な
っ

た
こ
と
は
財
政
が
硬
直
化
し
た
と

い
え
る
。
平
成
28
年
度
か
ら
普
通

交
付
税
が
縮
減
さ
れ
て
た
こ
と
も

要
因
だ
が
、
解
消
策
は
歳
入
を
高

め
て
歳
出
を
抑
制
す
る
こ
と
だ
。

市
税
等
の
徴
収
率
の
向
上
や
不
要

な
市
有
財
産
を
処
分
し
、
事
務
作

業
等
を
精
査
す
る
な
ど
可
能
な
限

り
無
駄
を
省
き
、
事
業
は
厳
選
し

て
い
く
。

質
問　

第
2
次
総
合
計
画
の
実
施

計
画
を
見
る
と
、
今
後
は
大
規
模

市
の
裁
量
に
よ
る
執
行

予
算
の
増
額
を

質
問　

第
2
次
総
合
計
画
の
3
年

目
で
あ
る
平
成
30
年
度
の
予
算
書

を
見
る
と
、
生
活
者
に
寄
り
添
っ

た
施
策
が
な
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

る
が
、
近
年
頻
繁
に
発
生
し
て
い

る
自
然
災
害
等
に
迅
速
か
つ
臨
機

応
変
に
対
応
で
き
る
市
の
裁
量
に

よ
り
執
行
で
き
る
予
算
枠
を
よ
り

多
く
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
弁　

予
算
書
は
市
の
一
年
間
の

計
画
書
で
あ
り
、
基
本
的
に
市
の

裁
量
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
地
域

振
興
事
業
費
や
再
災
害
防
止
対
策

事
業
費
な
ど
の
新
た
な
政
策
的
経

費
も
盛
り
込
み
、
内
政
重
視
型
の

積
極
予
算
と
し
て
い
る
。

財
政
状
態
硬
直
化
の
解

消
策
と
今
後
の
財
源
確

保
の
考
え
は

質
問　

市
長
は
一
期
目
に
地
方
債

を
40
億
円
減
少
さ
せ
、
基
金
積
立

て
は
40
億
円
を
超
え
る
な
ど
財
務

体
質
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
好
転
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
が
、
経
常
収
支
比
率
を
見

る
と
、
平
成
25
年
の
88
・
1
％
か

ら
年
々
悪
化
し
平
成
29
年
度
は

95
％
と
な
っ
た
。
金
額
に
換
算
す

平
成　

年
度
の
財
政
見

通
し
は
ど
う
か

質
問　

今
後
は
普
通
交
付
税
も

さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
新
角
館
庁
舎
や
総
合
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
を
控
え

厳
し
い
財
政
運
営
と
な
る
が
、
市

長
3
期
目
の
最
後
の
年
で
あ
る

平
成
33
年
度
の
青
写
真
を
ど
う

描
い
て
い
る
の
か
。

答
弁　

歳
入
・
歳
出
両
面
か
ら
対

策
を
続
け
て
健
全
な
財
政
状
況

を
維
持
し
、
あ
る
べ
き
姿
に
向
け

て
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
。
平
成

33
年
の
当
初
予
算
編
成
後
も
財

政
的
な
余
力
を
残
す
よ
う
に
計

画
し
て
い
く
。
将
来
を
確
か
な
も

の
に
す
る
た
め
、
今
を
し
っ
か
り

生
き
、
毎
日
を
精
進
す
る
。

（
高
橋
輝
彦 

記
）

事
業
が
多
く
、
一
般
財
源
の
歳
出

が
平
成
30
年
度
と
比
較
し
て
平
成

31
年
度
が
9
億
円
、
平
成
32
年
度

が
15
億
円
も
増
額
す
る
計
画
で
あ

る
。
財
政
調
整
基
金
も
枯
渇
し
て

し
ま
う
と
推
測
す
る
が
、
こ
の
財

源
確
保
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

第
2
次
総
合
計
画
の
実
施

計
画
は
、
平
成
30
年
5
月
時
点
の

も
の
で
あ
り
、
ま
だ
国
、
県
の
補

助
金
等
の
歳
入
の
動
向
や
事
業
全

体
の
優
先
度
を
精
査
す
る
前
の
段

階
で
あ
る
た
め
、
記
載
し
た
一
般

財
源
を
そ
の
ま
ま
拠
出
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
各
年
度
の
予
算
編
成

時
に
事
業
を
精
査
し
、
歳
出
を
抑

制
し
つ
つ
歳
入
を
確
保
す
る
努
力

を
し
て
基
金
が
枯
渇
し
な
い
予
算

編
成
を
し
て
い
く
。

市長 歳入を高め歳出抑制のため事業を厳選していく。

財務状態硬直化の解消策は。

■歳入を高めるため奮闘する収納推進課

■市の財政は非常に厳しい
　健全な運営を求める

33
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市
有
財
産
の
有
効
活
用

を質
問　

旧
角
館
総
合
病
院
は
全
て

解
体
し
、
用
地
売
却
を
含
め
て
複

数
案
検
討
し
て
い
る
と
い
う
が
、

具
体
的
内
容
は
。

答
弁　

駐
車
場
整
備
、
公
共
施
設

用
地
等
も
検
討
し
た
が
、
最
終
的

に
は
用
地
売
却
の
方
針
に
至
っ

た
。
建
物
解
体
後
、
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
土
地
の
活
用
を
念
頭
に

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
の

売
却
も
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
は

条
件
が
整
い
次
第
解
体
す
る
と
し

て
い
る
が
、
そ
の
跡
地
活
用
と
新

た
な
市
営
住
宅
の
建
設
は
。

答
弁　

解
体
後
は
、
更
地
と
な
っ

答
弁　

所
有
者
の
ご
理
解
と
、
撤

去
等
の
協
力
依
頼
が
第
一
で
あ

る
が
、
安
全
確
保
の
た
め
に
は
、

市
で
応
援
す
る
こ
と
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問　

危
険
個
所
は
、
学
校
関
係

や
保
護
者
に
は
情
報
提
供
さ
れ

て
い
る
が
、
一
般
市
民
に
も
公
表

す
べ
き
で
は
。

答
弁
（
教
育
長
）　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
、
市
民
に
公
表
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
民

間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
も
、
お

知
ら
せ
で
き
る
よ
う
所
有
者
と

粘
り
強
く
交
渉
し
た
い
。

（
武
藤 

義
彦 

記
）

も
低
調
な
中
で
財
源
確
保
は
ど
う

す
る
の
か
。

答
弁　

市
民
の
方
々
の
要
望
に
応

え
る
た
め
、
計
画
の
実
現
に
向
け

た
道
筋
を
立
て
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
財
源
確
保

は
厳
し
い
が
、
今
後
も
徹
底
的
に

調
査
し
、
可
能
な
財
源
の
導
入
、

も
し
く
は
財
源
を
担
保
し
て
い
た

だ
け
る
団
体
と
の
連
携
な
ど
に
つ

い
て
、
議
会
と
情
報
共
有
さ
せ
て

頂
き
た
い
。

通
学
路
の
安
全
確
保
を

質
問　

市
内
小
・
中
学
校
に
設
置

さ
れ
て
い
る
構
築
物
や
、
通
学
路

の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
状
況

確
認
は
し
て
い
る
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
市
内
7

小
学
校
の
通
学
路
合
同
点

検
と
、
小
・
中
学
校
敷
地

内
の
構
造
物
点
検
を
実
施

し
た
。
通
学
路
で
危
険
が

感
じ
ら
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

3
ヶ
所
に
つ
い
て
は
、
緊

急
的
に
ル
ー
ト
変
更
で
対

応
し
て
い
る
。
角
館
小
敷

地
内
1
か
所
に
つ
い
て
は

年
内
に
改
修
す
る
。　

質
問　

過
去
の
地
震
を
踏

ま
え
、
老
朽
化
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
撤
去
費
を
一
部

助
成
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
。

た
時
点
で
売
却
を
考
え
て
い
る
。

新
規
の
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
応
募
率
や
入
居
率
を
踏
ま

え
て
、
新
た
な
建
設
は
行
わ
な
い

考
え
で
あ
る
。

質
問　

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て

利
用
し
て
い
る
旧
学
校
施
設
や
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
耐
震
化
は
。

答
弁　

仙
北
市
耐
震
改
修
計
画
に

よ
り
、
既
存
建
物
等
の
耐
震
改
修

を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
が
、

避
難
所
以
外
の
建
物
も
含
め
、
今

年
度
耐
震
改
修
計
画
を
見
直
し
し

て
い
る
。

総
合
体
育
館
整
備
計
画

の
実
現
性
は
い
か
に

質
問　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
体

育
館
建
設
を
目
指
し
て
い
る
の

か
。　
　

答
弁
（
教
育
長
）　

市
民
の
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
健
康
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
、
大
規
模
な

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化
大
会
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
ほ
か
災
害
時

の
防
災
拠
点
と
な
る
施
設
を
目
指

し
て
い
る
。
計
画
で
は
、
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
2
面
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
8
面
等
、
観
客
席

は
固
定
席
で
９
０
０
席
を
確
保
す

る
。

質
問　

現
実
問
題
と
し
て
約
50
億

円
も
の
事
業
を
本
当
に
進
め
る
気

が
あ
る
の
か
。
ま
た
国
の
交
付
率

蒼生会 高 橋 豪 議員

市長 個人所有のものは、市による撤去費用支援も考えな
ければならない。

通学路沿いの危険なブロック塀への対応は。

■老朽化が進む市営住宅

■通学路合同点検の様子
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地
元
業
者
へ
の

優
先
発
注
を

質
問　

給
食
の
食
材
調
達
は
地
元

の
業
者
を
優
先
的
に
利
用
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
市
の
発
注
工
事

は
地
元
優
先
で
行
っ
て
い
る
の

か
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
考
え
で
進

め
る
の
か
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
も
市
内
優
先

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
品
や
業
務
等

を
発
注
し
て
き
た
。
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
は
、
そ
の
施
工
が
特

殊
な
事
由
に
よ
り
市
内
業
者
で
は

で
き
な
い
場
合
を
除
い
て
、
入
札

参
加
資
格
に
「
主
た
る
事
業
所
の

所
在
地
が
仙
北
市
内
」
と
い
う
要

件
を
つ
け
た
上
で
、
条
件
付
き
一

般
競
争
入
札
を
行
っ
て
い
る
。
適

正
な
競
争
原
理
の
も
と
、
公
平
性

を
確
保
し
た
上
で
、
地
元
企
業
の

育
成
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
元
優
先

の
発
注
を
今
後
も
継
続
し
た
い
。

避
難
所
の
充
実
を

質
問　

避
難
場
所
の
数
と
装
備
品

の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

　

ま
た
、
発
電
機
、
冷
暖
房
の
有

無
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。加
え
て
、

給
水
車
の
配
置
は
万
全
な
の
か
。

答
弁　

仙
北
市
地
域
防
災
計
画
で

指
定
し
て
い
る
市
内
の
避
難
所
の

数
は
、
田
沢
湖
地
区
が
15
施
設
、

電
機
を
設
置
し
て
い
る
。
冷
房
設

備
は
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
一
部
の
施
設
に
設
置
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
は
あ
る
が
、
大
規
模

災
害
時
や
多
数
の
市
民
等
が
避
難

す
る
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
リ
ー

ス
対
応
す
る
。

　

現
在
保
有
し
て
い
る
給
水
車
の

容
量
は
千
リ
ッ
ト
ル
規
模
で
あ
る

が
、
容
量
が
少
な
い
た
め
、
二
千

リ
ッ
ト
ル
規
模
の
導
入
を
検
討
す

る
。

角
館
地
区
が
27
施
設
、
西
木
地
区

が
15
施
設
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
発
電
機
の
配
置
は
、

田
沢
出
張
所
、
神
代
出
張
所
、
田

沢
湖
公
民
館
、
角
館
公
民
館
、
西

木
公
民
館
、
桧
木
内
公
民
館
、
紙

風
船
館
に
そ
れ
ぞ
れ
1
台
、
角
館

庁
舎
に
2
台
の
配
置
の
他
、
角
館

水
防
倉
庫
、
角
館
東
地
区
公
民
館

倉
庫
に
合
わ
せ
て
7
台
の
発
電
機

を
備
え
て
い
る
。
合
わ
せ
て
、
上

水
道
関
係
の
給
配
水
施
設
に
も
発

市長 必要に応じて対応する

小 木 田 隆 議員

災害発生時の住民対応の充実を

■避難所に指定されている大曲養護学校せんぼく校

■市保有の給水車

質
問　

水
害
時
に
、
冠
水
な
ど
で

避
難
場
所
ま
で
の
避
難
が
困
難
な

場
合
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
対
応

は
万
全
な
の
か
。

答
弁　

避
難
施
設
自
体
が
被
災
、

あ
る
い
は
そ
の
施
設
に
到
達
で
き

な
い
状
況
が
想
定
さ
れ
る
場
合
も

の
に
つ
い
て
は
、
避
難
箇
所
の
移

設
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
在
、
対
応
を
検
討
し
て
い

る
。

（
真
崎 

寿
浩 

記
）
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市長 地域センターの事業と連動し、災害発生時の対応も
視野に導入を検討したい。

公明党 熊 谷 一 夫 議員

道路の安全解決にスマホの投稿アプリシステ
ム運用を。

マ
ッ
プ
作
り
を
進

め
、
自
主
防
災
組

織
結
成
の
機
運
を

高
め
る
き
っ
か
け

に
し
て
い
く
。

②
個
人
情
報
保
護

法
が
壁
に
な
っ

て
、「
法
を
守
っ

て
人
を
守
れ
ず
」

の
課
題
が
行
政
に
あ
る
。
要
配
慮

者
は
、
行
政
と
地
域
住
民
が
協
力

し
合
い
な
が
ら
避
難
さ
せ
る
。

③
市
内
で
4
回
開
催
し
２
９
７
名

参
加
。
平
成
28
年
以
降
は
秋
田
市

開
催
で
約
10
名
参
加
し
て
い
る
。

④
3
地
区
を
輪
番
で
避
難
訓
練
を

行
う
事
を
検
討
し
、
訓
練
を
定
期

化
す
る
事
に
も
努
め
る
。

⑤
空
振
り
も
恐
れ
ず
、
早
め
の
勧

告
・
指
示
を
出
せ
る
体
制
を
取
っ

て
い
る
。

市
の
公
文
書
管
理
の
徹

底
を

質
問　

公
文
書
に
関
す
る
意
識
と

取
扱
い
の
現
状
認
識
は
。

答
弁　

知
的
資
源
と
し
て
重
要
で

正
確
・
迅
速
に
取
扱
い
、
市
民
の

利
用
に
役
立
つ
よ
う
適
切
に
管
理

す
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

質
問　

毎
年
増
え
る
行
政
文
書
の

保
管
・
管
理
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答
弁　

各
庁
舎
等
で
保
管
・
管
理

し
て
い
る
が
、
永
年
保
存
の
公
文

投
稿
ア
プ
リ
で
道
路
の

安
全
解
決

質
問　

道
路
の
穴
ぼ
こ
等
に
、
ス

マ
ホ
の
ア
プ
リ
使
用
で
、
い
つ
で

も
誰
で
も
投
稿
で
き
、
市
も
迅
速

対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

提
案
す
る
。

答
弁　

市
民
と
の
共
同
に
よ
る
画

期
的
な
ア
プ
リ
の
よ
う
で
あ
る
。

地
域
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
連
動

し
、
災
害
発
生
時
の
対
応
も
視
野

に
導
入
を
検
討
し
た
い
。

自
主
防
災
組
織
の
推
進

と
「
み
ん
な
で
逃
げ
る
」

防
災
づ
く
り
を

質
問　

①
自
主
防
災
組
織
の
現
状

と
結
成
の
目
標
・
市
内
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
認
識
度
と
地
域
・
町
内

の
マ
ッ
プ
作
り
の
現
状
は
②
逃
げ

な
い
人
を
逃
が
す
方
策
、
要
配
慮

者
を
ど
う
逃
が
す
か
③
自
主
防
災

組
織
育
成
指
導
者
研
修
会
の
実
施

は
④
命
を
守
る
た
め
に
「
み
ん
な

で
逃
げ
る
」
各
地
区
毎
の
訓
練
予

定
は
あ
る
か
⑤
早
め
の
避
難
勧

告
・
避
難
指
示
の
体
制
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁　

①
３
３
９
団
体
の
目
標
だ

が
現
在
は
33
団
体
で
あ
る
。
又
、

災
害
発
生
時
に
65
％
が
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た

と
の
デ
ー
タ
も
あ
る
。
各
町
内
の

で
、
法
定
２
・
５
％
以
上
に
対
し

て
２
・
91
％
と
充
足
し
て
い
る
。

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
に
多

言
語
標
記
の
説
明
を

質
問　

訪
日
外
国
人
観
光
客
へ

の
多
言
語
表
記
や
英
語
の
案
内

表
示
等
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

答
弁　

ク
ニ
マ
ス
の
冊
子
の
英

訳
版
に
4
月
か
ら
取
り
組
み
、
学

術
的
な
こ
と
も
あ
り
中
坊
教
授

に
監
修
を
お
願
い
し
て
い
る
。
英

訳
完
成
後
は
、
館
内
で
多
言
語
に

対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
導
入
を
し

て
い
き
た
い
。

た
つ
こ
像
前
の
駐
車
場

整
備
は
い
つ

質
問　

た
つ
こ
像
を
訪
れ
た
方

の
路
上
駐
車
を
な
く
す
抜
本
的

な
解
決
策
を
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
弁　

ロ
ー
ズ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

の
駐
車
場
を
繁
忙
期
の
75
日
間
、

約
80
台
分
お
借
り
し
て
い
る
が

観
光
客
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

又
、
県
が
新
潟
尻
園
地
公
衆
ト
イ

レ
施
設
整
備
工
事
を
実
施
中
で

す
。
完
成
し
て
も
駐
車
ス
ペ
ー
ス

は
十
分
で
な
い
。
今
後
は
表
示
看

板
の
設
置
を
含
め
、
ホ
テ
ル
や
地

元
の
方
々
と
協
議
を
し
て
い
く
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

書
が
増
え
、大
変
難
儀
し
て
い
る
。

質
問　

文
書
事
務
取
扱
規
程
第
34

条
文
書
の
保
存
期
間
ご
と
の
第
1

種
か
ら
第
5
種
ま
で
の
同
一
管
理

か
。

答
弁　

収
納
庫
不
足
で
、
保
存
期

間
ご
と
に
区
分
・
整
理
す
る
ス

ペ
ー
ス
が
な
く
数
箇
所
に
分
け
て

保
存
し
て
い
る
。

質
問　

廃
校
舎
を
活
用
し
て
の
公

文
書
館
の
必
要
性
と
公
文
書
管
理

条
例
設
置
の
考
え
は
。

答
弁　

廃
校
舎
活
用
や
田
沢
湖
・

西
木
庁
舎
の
整
備
も
含
め
協
議
を

活
発
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。
条
例

設
置
に
つ
い
て
は
情
報
収
集
を
し

て
い
る
。

障
が
い
者
雇
用
の
実
態

を
問
う

質
問　

当
市
の
障
が
い
者
雇
用
人

数
と
法
定
雇
用
率
に
対
し
て
の
過

不
足
は
。

答
弁　

現
行
の
雇
用
人
数
は
12
人

■スマホアプリで道路の安全
　対策を（湯沢市のパンフ）



こ
こ
が
聞
き
た
い

9

8
人
の
提
言

市
内
小
中
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
を

質
問　

市
内
小
中
学
校
の
教
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を
求
め
る
。

答
弁　

今
年
の
記
録
的
な
暑
さ
を

受
け
て
文
部
科
学
省
で
も
教
室
等

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
を
緊
急

調
査
し
、
秋
に
は
結
果
が
公
表
さ

れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
ま
た
、
７

月
に
は
国
が
来
年
度
に
お
け
る
対

応
の
意
向
を
示
し
て
お
り
大
変
注

目
し
て
い
る
。
仙
北
市
で
は
順
次

計
画
し
て
進
め
て
行
き
た
い
。

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー

の
定
刻
化
を

質
問　

現
在
、
生
保
内
や
角
館
地

域
で
は
市
民
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て

い
る
が
、
西
木
、
神
代
、
白
岩
地

区
で
は
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
が

市
民
の
足
と
な
っ
て
い
る
。
市
民

バ
ス
は
予
約
な
し
で
定
期
に
運
行

さ
れ
る
一
方
、
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク

シ
ー
は
利
用
者
の
予
約
に
よ
る
運

行
の
た
め
、
非
常
に
手
間
が
か
か

る
と
聞
く
。利
便
性
向
上
の
た
め
、

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
を
定
刻
化

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁　

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
は

予
約
手
続
き
が
必
要
で
、
利
用
者

に
は
負
担
を
か
け
る
部
分
も
あ
る

が
、
市
民
バ
ス
よ
り
も
小
型
な
た

め
狭
い
道
幅
も
通
行
す
る
こ
と
が

が
わ
か
る
。
応
能
負
担
は
当
然
と

は
言
え
、
所
得
割
、
均
等
割
、
平

等
割
を
見
直
し
、
被
保
険
者
の
負

担
軽
減
に
つ
な
げ
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
弁　

国
民
健
康
保
険
税
の
算

定
は
被
保
険
者
の
負
担
能
力
に

応
じ
た
所
得
割
の
他
、
家
族
１
人

あ
た
り
に
対
す
る
均
等
割
、
１
世

帯
あ
た
り
に
対
す
る
世
帯
割
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
低
所
得
者
に

対
し
て
は
７
割
、
５
割
、
２
割
の

軽
減
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、
地
方
税
法
改
正
に
伴
い
毎
年

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

災
害
や
病
気
、
け
が
等
、
予
期
せ

ぬ
事
由
に
よ
り
収
入
が
著
し
く

減
少
し
て
税
の
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
方
々
に
は
減
免
制
度
で

対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
市
民
の

実
情
に
即
し
た
対
応
を
行
い
た

い
。

質
問　

国
保
税
の
均
等
割
負
担

は
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
適
用
さ
れ
る

た
め
、
子
ど
も
が
多
い
家
庭
ほ
ど

負
担
が
多
い
。
子
ど
も
の
教
育
費

負
担
が
家
計
に
占
め
る
割
合
も

非
常
に
高
い
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
子
ど
も
に
か
か
る
均
等
割
額

を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　

均
等
割
見
直
し
が
国
保

会
計
全
体
に
与
え
る
影
響
を
精

査
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

（
小
木
田 

隆 

記
）

り
上
限
１
０
０
０
円
を
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
の
医

療
費
の
完
全
無
償
化
を
求
め
る
。

答
弁　

子
ど
も
の
医
療
費
の
完
全

無
償
化
に
つ
い
て
は
、
県
内
18
の

市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、

市
民
の
中
で
も
無
償
化
を
希
望
す

る
声
が
多
い
こ
と
も
既
に
承
知
し

て
い
る
。
子
育
て
支
援
は
大
変
重

要
な
施
策
で
あ
り
、
他
の
関
連
事

業
と
の
関
係
も
考
慮
し
な
が
ら
財

源
確
保
を
検
討
す
る
。

国
保
税
の
負
担
軽
減
を

質
問　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

額
も
膨
大
と
な
り
、
家
計
に
占
め

る
国
保
税
の
負
担
が
大
き
い
こ
と

可
能
で
、
そ
の
上
、
停
留
所
も
多

く
設
置
で
き
る
と
い
っ
た
利
点
が

あ
る
。
地
域
公
共
交
通
の
ニ
ー
ズ

は
利
用
者
の
現
状
に
よ
り
変
化
す

る
た
め
、
今
後
、
市
民
と
の
意
見

交
換
会
や
意
向
調
査
を
経
て
、
定

刻
運
行
の
試
験
を
行
い
た
い
。
高

齢
化
の
進
展
で
地
域
公
共
交
通
の

需
要
が
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

改
善
し
て
行
き
た
い
。

子
ど
も
の
医
療
費
負
担

の
軽
減
を

質
問　

県
の
事
業
に
よ
り
中
学
校

卒
業
ま
で
の
医
療
費
助
成
が
実
現

し
た
が
、
本
市
で
は
、
所
得
に
よ

市長 今後の国の対応にも期待し順次計画して進める。

日本共産党 平 岡 裕 子 議員

市内小中学校へエアコン設置を求める。

で
、
法
定
２
・
５
％
以
上
に
対
し

て
２
・
91
％
と
充
足
し
て
い
る
。

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
に
多

言
語
標
記
の
説
明
を

質
問　

訪
日
外
国
人
観
光
客
へ

の
多
言
語
表
記
や
英
語
の
案
内

表
示
等
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

答
弁　

ク
ニ
マ
ス
の
冊
子
の
英

訳
版
に
4
月
か
ら
取
り
組
み
、
学

術
的
な
こ
と
も
あ
り
中
坊
教
授

に
監
修
を
お
願
い
し
て
い
る
。
英

訳
完
成
後
は
、
館
内
で
多
言
語
に

対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
導
入
を
し

て
い
き
た
い
。

た
つ
こ
像
前
の
駐
車
場

整
備
は
い
つ

質
問　

た
つ
こ
像
を
訪
れ
た
方

の
路
上
駐
車
を
な
く
す
抜
本
的

な
解
決
策
を
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
弁　

ロ
ー
ズ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

の
駐
車
場
を
繁
忙
期
の
75
日
間
、

約
80
台
分
お
借
り
し
て
い
る
が

観
光
客
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

又
、
県
が
新
潟
尻
園
地
公
衆
ト
イ

レ
施
設
整
備
工
事
を
実
施
中
で

す
。
完
成
し
て
も
駐
車
ス
ペ
ー
ス

は
十
分
で
な
い
。
今
後
は
表
示
看

板
の
設
置
を
含
め
、
ホ
テ
ル
や
地

元
の
方
々
と
協
議
を
し
て
い
く
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

■利便性向上のためにデマンド型タクシーの定刻化を

■幼保連携型認定こども園 角館こども園



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより 10

8
人
の
提
言

市長 若齢木ミズナラで樽製造の可能性を探る。

果
樹
園
芸
分
野
に
更
な

る
振
興
策
を
。

質
問　

仙
北
市
の
農
業
構
造
は
水

稲
偏
重
型
で
あ
り
、一
方
で
果
樹
・

園
芸
関
係
が
弱
い
。
農
地
の
集
約

化
等
で
リ
タ
イ
ヤ
し
た
マ
ン
パ

ワ
ー
の
活
躍
の
場
の
提
供
や
、
物

産
館
の
営
業
に
向
け
て
、
こ
の
分

野
の
更
な
る
開
拓
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
弁　

仙
北
市
の
農
業
は
農
地
に

占
め
る
米
の
作
付
が
67
・
８
％
と

依
然
と
し
て
園
芸
関
係
が
弱
い
。

花
卉
を
含
む
園
芸
作
物
を
米
に
代

ミ
ズ
ナ
ラ
の
宝
庫
秋
田

で
ウ
イ
ス
キ
ー
樽
造
り

を質
問　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
酒
樽
の

木
材
が
枯
渇
し
、
ロ
シ
ア
や
中
国

か
ら
輸
入
し
て
い
る
が
こ
れ
も
不

足
気
味
で
あ
り
、
現
在
は
北
海
道

か
ら
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
仙
北

市
は
ミ
ズ
ナ
ラ
の
宝
庫
で
あ
り
、

地
場
産
業
振
興
策
の
一
環
と
し
て

ウ
イ
ス
キ
ー
樽
製
造
を
県
に
働
き

か
け
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

大
変
す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ

ア
で
あ
る
。
市
内
に
あ
る
豊
富
な

ミ
ズ
ナ
ラ
を
使
っ
た

樽
造
り
を
模
索
す
る

中
、
㈱
ド
リ
ー
ム
リ

ン
ク
が
、
若
齢
木
の

ミ
ズ
ナ
ラ
で
ウ
イ
ス

キ
ー
樽
製
造
の
可
能

性
を
探
り
た
い
と
し

て
い
る
。
事
業
化
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

も
あ
る
が
、
県
か
ら

の
指
導
も
頂
き
な
が

ら
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

答
弁　

昨
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館

だ
が
、
昨
年
度
の
入
場
者
数
は

２
５
，
０
０
３
人
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
８
月
末
に
お
い
て

１
１
，
５
５
３
人
で
推
移
し
て
い

る
。
ク
ニ
マ
ス
を
通
じ
失
っ
た
自

然
環
境
の
大
き
さ
や
、
そ
の
自
然

を
取
り
戻
す
こ
と
の
難
し
さ
を

訴
え
、
ど
う
に
か
し
て
田
沢
湖
に

ク
ニ
マ
ス
を
還
す
こ
と
が
出
来

な
い
か
を
問
い
続
け
る
施
設
で

あ
る
。
国
内
は
も
と
よ
り
全
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
施
設
と
な

る
よ
う
努
力
を
続
け
る
。

玉
川
温
泉
で
の
水
素
生

成
を
問
う

質
問　

玉
川
温
泉
で
の
水
素
ガ

ス
発
生
実
験
は
ど
こ
ま
で
推
進

す
る
つ
も
り
か
。

答
弁　

仙
北
市
で
は
、
水
素
資
源

が
豊
富
に
存
在
す
る
。
水
素
の
積

極
的
な
活
用
法
等
を
し
っ
か
り

と
定
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
新

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を

改
正
し
東
北
大
学
・
民
間
企
業
と

の
連
携
を
進
め
産
業
振
興
に
つ

な
が
る
事
業
と
し
て
推
進
し
て

い
き
た
い
。

（
門
脇 

晃
幸 

記
）

わ
る
重
要
品
目
と
位
置
付
け
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
園

芸
品
目
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

収
穫
が
本
格
化
す
る
花
卉
や
シ
イ

タ
ケ
な
ど
年
間
販
売
額
が
一
億
円

を
超
え
る
品
目
も
複
数
出
て
き
て

い
る
。
誘
致
し
た
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
が
生
産
す
る
夏
イ
チ
ゴ

は
現
在
、
需
要
増
加
に
応
え
ハ
ウ

ス
の
増
設
を
今
年
度
中
に
完
成
さ

せ
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
現
場

に
即
し
た
力
強
い
支
援
を
継
続
し

て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
巨
額
損

失
問
題
を
ど
う
捉
え
る

質
問　

今
回
の
問
題
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

問
題
と
な
っ
た
米
の
直
接

販
売
は
、
報
道
で
知
る
限
り
、
そ

の
手
法
、
管
理
、
経
理
等
に
根
深

い
問
題
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
と
感
じ
て
い
る
。し
か
し
、

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
は
こ
れ
ま
で
も

農
業
関
連
を
は
じ
め
信
用
事
業
共

済
、
介
護
福
祉
関
連
な
ど
、
組
合

員
以
外
の
市
民
に
対
し
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

一
日
も
早
い
経
営
再
建
を
願
う
。

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
展

望
は

質
問　

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

阿 部 則 比 古 議員

地場産ミズナラでウイスキー樽製造を。

■豊富なミズナラでウイスキー樽を
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8
人
の
提
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台
風
や
豪
雨
で
落
石
や
土
砂
流

出
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
遊
歩

道
を
全
面
通
行
止
め
に
す
る
な
ど

の
事
故
防
止
策
を
細
や
か
に
行
っ

て
い
る
。

質
問　

施
設
の
点
検
や
柵
の
か
さ

上
げ
の
必
要
箇
所
も
あ
る
と
思
う

が
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

答
弁　

注
意
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
し
っ

か
り
と
改
善
を
し
て
い
く
。
継
続

し
た
対
策
を
行
う
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。

質
問　

年
間
を
通
じ
て
多
く
の
来

訪
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
体

制
は
現
状
の
ま
ま
で
良
い
の
か
。

緊
急
時
の
連
絡
先
の
明
示
、
ま

安
全
な
観
光
地
と
し
て

の
抱
返
り
渓
谷
を

質
問　

抱
返
り
渓
谷
に
は
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
の
み
な
ら
ず
、
降
雪
期

間
、
雪
解
け
の
春
、
緑
ふ
る
新
緑

の
頃
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
多
数

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
た
め
、

安
全
対
策
は
万
全
に
行
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
が
、
現
状
と
対
策
を
伺

う
。

答
弁　

渓
谷
の
地
形
は
非
常
に
急

峻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
岩
盤
や
斜

面
か
ら
の
落
石
、
倒
木
、
土
砂
流

出
等
が
頻
繁
に
発
生
し
、
こ
れ
ま

で
も
再
三
に
わ
た
り
安
全
対
策
の

た
め
の
事
業
が
な
さ
れ
て
い
る
。

確
認
し
、
万
全
な
安
全
対
策
を
講

じ
る
工
夫
が
必
要
だ
と
強
く
認

識
し
て
い
る
。

質
問　

遊
歩
道
の
未
整
備
区
間

と
な
っ
て
い
る
、
回
顧
の
滝
よ
り

奥
側
の
整
備
に
つ
い
て
今
後
ど

う
す
る
の
か
。

答
弁　

未
整
備
区
間
に
は
、
崩
落

等
の
危
険
性
が
高
い
箇
所
も
数

箇
所
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

整
備
に
つ
い
て
は
費
用
も
多
額

と
な
り
、
約
20
億
円
程
度
を
要
す

る
と
い
う
試
算
も
あ
る
。
未
整
備

区
間
の
整
備
は
相
当
に
困
難
な

事
案
と
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い

現
状
で
あ
る
。

質
問　

秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
中
、

抱
返
り
紅
葉
ま
つ
り
実
行
委
員

会
に
お
い
て
、
期
間
中
に
開
設
し

て
い
る
臨
時
駐
車
場
の
整
備
に

つ
い
て
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

実
行
委
員
会
で
運
用
し

て
い
る
土
地
は
私
有
地
で
あ
り
、

仮
に
土
地
所
有
者
が
、
他
者
へ
譲

渡
し
た
場
合
、
用
途
が
変
わ
る
可

能
性
も
あ
る
。
駐
車
場
と
し
て
安

定
的
に
運
用
す
る
た
め
に
は
、
有

償
譲
渡
も
含
め
て
土
地
所
有
者

と
の
協
議
を
行
う
こ
と
が
賢
明

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
平
岡 

裕
子 

記
）

た
、
渓
谷
の
魅
力
を
説
明
す
る
案

内
表
示
の
多
言
語
化
な
ど
課
題
も

多
い
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

答
弁　

国
内
の
み
な
ら
ず
雪
の
降

ら
な
い
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
観
光

客
が
格
段
に
増
加
し
て
い
る
た

め
、
安
全
な
環
境
を
つ
く
り
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
見
せ
方
や
楽
し

み
方
を
提
供
で
き
る
の
か
に
つ
い

て
、
観
光
協
会
や
地
元
の
方
々
と

連
携
し
、
受
け
入
れ
体
制
の
あ
り

方
を
今
一
度
し
っ
か
り
と
検
討
す

る
。
防
災
面
に
お
け
る
連
絡
体
制

の
整
備
充
実
に
つ
い
て
は
指
摘
の

通
り
で
あ
る
。
警
察
、
消
防
、
市

役
所
観
光
課
等
の
連
絡
体
制
等
を

市長 県、市、若松堰土地改良区の各管理者が連携して安
全対策に努める。

抱返り渓谷周辺の整備は万全か。

蒼生会 真 崎 寿 浩 議員

答
弁　

昨
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館

だ
が
、
昨
年
度
の
入
場
者
数
は

２
５
，
０
０
３
人
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
８
月
末
に
お
い
て

１
１
，
５
５
３
人
で
推
移
し
て
い

る
。
ク
ニ
マ
ス
を
通
じ
失
っ
た
自

然
環
境
の
大
き
さ
や
、
そ
の
自
然

を
取
り
戻
す
こ
と
の
難
し
さ
を

訴
え
、
ど
う
に
か
し
て
田
沢
湖
に

ク
ニ
マ
ス
を
還
す
こ
と
が
出
来

な
い
か
を
問
い
続
け
る
施
設
で

あ
る
。
国
内
は
も
と
よ
り
全
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
施
設
と
な

る
よ
う
努
力
を
続
け
る
。

玉
川
温
泉
で
の
水
素
生

成
を
問
う

質
問　

玉
川
温
泉
で
の
水
素
ガ

ス
発
生
実
験
は
ど
こ
ま
で
推
進

す
る
つ
も
り
か
。

答
弁　

仙
北
市
で
は
、
水
素
資
源

が
豊
富
に
存
在
す
る
。
水
素
の
積

極
的
な
活
用
法
等
を
し
っ
か
り

と
定
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
新

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を

改
正
し
東
北
大
学
・
民
間
企
業
と

の
連
携
を
進
め
産
業
振
興
に
つ

な
が
る
事
業
と
し
て
推
進
し
て

い
き
た
い
。

（
門
脇 

晃
幸 

記
）

■抱返り渓谷　安全確保に向けた整備を

■お客様のために抱返り臨時駐車場の整備を
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市
民
会
館
の
設
備
更
新

に
つ
い
て

質
問　

開
館
か
ら
間
も
な
く
38
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
設
備
の
老

朽
化
が
目
立
ち
始
め
て
い
る
。
特

に
、
ス
テ
ー
ジ
に
関
す
る
設
備
の

老
朽
化
が
著
し
い
と
感
じ
る
。

　

文
化
の
殿
堂
・
拠
点
と
い
う
事

を
踏
ま
え
る
と
、
早
急
な
更
新
が

必
要
と
考
え
る
。
も
し
も
の
事
が

起
こ
る
前
に
、
最
大
限
の
対
策
を

講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

設
備
更
新
の

必
要
性
は
、
十
分
に
認
識
を
し
て

い
る
。
舞
台
吊
り
物
の
ワ
イ
ヤ
ー

に
つ
い
て
は
、
保
守
管
理
基
準
を

満
た
し
て
は
い
る
も
の
の
、
構
造

上
の
特
性
と
し
て
、
消
耗
品
的
要

る
観
光
資
源
を
活
か
す
上
で
も
、

田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
を
土
台

と
し
た
地
域
内
Ｄ
М
Ｏ
を
組
織
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

秋
田
県
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
を
リ
ー
ド
し
、
積
極
的
な
事

業
展
開
を
す
る
財
源
を
確
保
す
る

上
で
も
、
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協

会
に
地
域
内
Ｄ
М
Ｏ
の
組
織
化
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
思
い
を
伝
え

て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
基
幹
産

業
の
振
興
を
行
う
為
に
、
徹
底
し

た
支
援
を
行
い
た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

質
問　

市
民
の
幸
せ
を
創
り
出
す

事
こ
そ
が
、
持
続
可
能
な
開
発
で

あ
る
と
考
え
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
も

と
に
、
ど
の
よ
う
に
幸
せ
を
創
り

出
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

市
民
の
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
３
側

面
の
取
り
組
み
の
相
乗
効
果
が
期

待
で
き
る
施
策
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ツ
ー
ル
と
し
、

仙
北
市
の
現
状
と
課
題
に
し
っ
か

り
と
向
き
合
い
、
市
民
と
行
政
が

協
働
し
、
第
２
次
総
合
計
画
の
事

業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

（
高
久 

昭
二 

記
）

素
も
併
せ
持
っ
て
お
り
、
更
新
の

必
要
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
舞

台
の
安
全
管
理
上
、
吊
り
物
の

更
新
を
最
優
先
と
し
、
電
気
設

備
・
舞
台
照
明
等
、
順
次
計
画
し

て
い
く
。
開
館
40
周
年
に
あ
た
る

２
０
２
０
年
ま
で
に
は
、
最
低
限

度
の
工
事
を
終
え
た
い
。

Ｃ
Ｓ
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）
に

つ
い
て

質
問　

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に

よ
り
、
様
々
な
面
を
考
慮
し
て
学

校
の
在
り
方
が
論
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
や
は
り
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
場
所
が
学
校
で
あ
る
と

強
く
感
じ
る
。
Ｃ
Ｓ
を
導
入
し
、

学
校
と
地
域
の
更
な
る
結
び
付
き

を
強
め
、
学
校
を
地
域
の
拠
点
の

一
つ
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
の
推
進
に
向
け
、

地
域
学
校
協
働
活
動
の
市
全
体
へ

の
拡
大
を
最
優
先
に
検
討
し
て
い

る
。
こ
の
活
動
の
拡
大
と
共
に
、

近
隣
市
町
の
動
向
も
注
視
し
な
が

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

の
導
入
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検

討
を
進
め
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て

質
問　

本
市
の
最
大
の
強
み
で
あ

市長 2020 年までには最低限度の工事を終わりたい

市民会館の設備更新は

蒼生会 田 口 寿 宜 議員

■設備の更新が待たれる市民会館

・CS（コミュニティスクール 学校運営協議会制度）
　学校と地域住民等が力を合わせて学校運営に取り組むことが可能となる仕組み。学校運営に地域の声を積極的に生かし、
地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくことができるとされている。

・DMO（ディスティネーション・マネージメント／マーケティング・オーガニゼーション）
　地域の観光地により多くの人やお金を呼び込むための組織。飲食、宿泊、交通等の民間業者、行政機関等と連携し、意見
調整や観光振興のための調査や観光プランの開発などに取り組む。

・SDGs（エスディージーズ 持続可能な開発目標）
　SDGs は 2015 年 9 月の国連サミットで採択されたもので、加盟 193 か国が 2016 年～ 2030 年の 15 年間で達成する
ために掲げた目標のこと。脱貧困や教育、男女平等、エネルギー、経済・産業発展やまちづくりなど多岐にわたる。日本政
府では、これら目標への取り組みとして、持続可能な都市・地域づくりを目指す自治体を選定し、
予算措置などを行いサポートする事業が始まっており、本年 6 月に仙北市も選定されている。

用語
解説
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質
問　

総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
は
西
木
地
区

の
工
業
団
地
に
建
設
す
る
と
し
て
い
る

が
、
今
後
の
各
学
校
の
適
正
配
置
等
も
考

慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

市
内
小
中
学
校
の
適
正
配
置
も
考

慮
し
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。
各
学
校
に

対
し
公
平
に
配
達
で
き
る
位
置
と
し
て
西

木
工
業
団
地
と
し
た
。
用
地
費
も
不
要
と

い
う
利
点
も
あ
る
。

質
問　

建
物
屋
根
に
は
ル
ー
フ
ヒ
ー
タ
ー

を
設
置
し
融
雪
す
る
と
し
て
い
る
が
果
た

し
て
効
果
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

設
計
事
務
所
に
よ
る
と
、
ル
ー
フ

ヒ
ー
タ
ー
設
置
に
よ
る
効
果
は
、
豪
雪
地

帯
に
お
け
る
他
の
施
設
で
も
実
績
が
あ
り

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　

基
本
設
計
時
よ
り
今
回
の
実
施
設

計
に
よ
っ
て
建
設
費
の
額
が
増
に
な
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

答
弁　

実
施
設
計
で
は
構
造
計
算
等
も
行

わ
れ
そ
の
結
果
増
額
と
な
っ
た
。
当
然

様
々
な
箇
所
の
見
直
し
等
も
行
っ
た
中
で

予
算
圧
縮
の
努
力
は
し
た
が
、
当
初
よ
り

も
４
，
０
０
０
万
円
程
度
の
増
額
と
な
っ

て
い
る
。

質
問　

実
施
設
計
は
現
段
階
で
完
了
し
て

い
る
の
か
。（
こ
の
委
員
会
の
審
査
日
は

9
月
14
日
）

答
弁　

大
部
分
は
完
成
し
て
い
る
が
、
正

式
に
は
9
月
20
日
に
設
計
が
完
了
し
納
品

と
な
る
。

質
問　

希
な
ケ
ー
ス
で
は
あ
っ
た
が
、
先

般
の
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
に
お
け
る
設
計
違

算
問
題
は
訴
訟
に
発
展
し
て
い
る
。
あ
の

よ
う
な
事
態
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

本
案
件
に
つ
い
て
は
当
然
に
、
設
計
図
書

が
納
品
さ
れ
た
上
で
、
間
違
い
が
な
い
か

等
を
教
育
委
員
会
内
で
慎
重
に
確
認
す
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。
未
だ
に
設
計
が
完

了
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
確
認
作
業
も
な
さ

れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
建
設
予
算
計
上

は
時
期
尚
早
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　

実
施
設
計
は
未
だ
完
了
し
て
は
い

な
い
が
、
関
係
部
署
と
も
相
談
の
上
予
算

計
上
し
た
。
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
は
平
成
32
年
4
月
を
予
定
し
て
る
た

め
、
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
に
今
回
予
算

案
を
上
程
し
て
い
る
。

　9 月定例会の総務文教常任委員会では、平成 30 年度補正予算や 平成 29 年度の決算について審査されま
した。補正予算では主に総合給食センターの建設について議論されております。

平
成
30
年
度
補
正
予
算 

主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

総務文教常任委員会

総合給食センター建設費に議論集中

主
な
内
容

公共施設等マネジメント事業費 1,268万円

　 旧市立角館総合病院の解体実施設計及びアスベスト・土壌調査費用

農業 IoT・水素利用による産業創造事業費 1,250万円

国の地方創生推進交付金を活用した 3 ヵ年の事業。農業分野での IoT 活用や東
北大と連携した玉川温泉での水素生成等を行う。

危険空き家対策費 105万円

危険空き家解体への補助。2 件分の追加。

「ミュージカル浜田謹吾」児童生徒観劇事業費 165万円

角館にゆかりのある大村藩の浜田謹吾少年を題材とした、劇団わらび座による
ミュージカルを市内の小中学生に観覧させる。戊辰戦争150年を記念した事業。

総合給食センター建設事業費 1 億 2,890 万円

総合給食センターに関する平成 30 年度分の建設費。建設費総額は約 12 億 7,900 万円の予定。

■実施設計完了後、確認作業を　
　行った上での予算計上を



仙北市議会だより 14

平
成
30
年
度
補
正
予
算 

主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

平成29年度 病院事業会計決算 　（単位：千円）

角館病院 田沢湖病院 医療局 合計

医業収益 3,224,188 625,067 0 3,849,255

医業費用 4,036,510 885,611 914 4,923,035

医業利益 -812,322 -260,544 -914 -1,073,780

医業外収益 539,396 263,501 64,496 867,393

医業外費用 134,838 38,441 67 173,346

経常利益 -407,764 -35,484 63,515 -379,733

市民福祉常任委員会

角
館
児
童
ク
ラ
ブ
の
バ
ス
送
迎

質
問　

角
館
児
童
ク
ラ
ブ
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
は
来
年
4
月

以
降
ど
う
す
る
の
か
、
ま
た
、

現
在
の
登
録
児
童
数
は
何
名

か
。

答
弁　

来
年
4
月
以
降
も
バ
ス

の
リ
ー
ス
を
お
願
い
し
た
い
。

角
館
児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
数
は

89
名
で
、
通
常
低
学
年
が
72
名
、

4
年
生
以
上
は
17
名
で
あ
る
。

ご
み
処
理
場
の
広
域
運
営
化

質
問　

処
理
場
の
広
域
化
で
今

後
の
ご
み
料
金
は
ど
う
な
る
の

か
、
ま
た
、
広
域
運
営
に
よ
る

経
費
の
か
か
り
増
し
は
ど
の
程

度
か
。

答
弁　

ご
み
料
金
は
今
ま
で
ど

お
り
で
あ
る
。
測
量
機
シ
ス
テ

ム
か
ら
出
る
領
収
書
等
の
名
前

を
変
え
る
部
分
で
多
少
の
経
費

は
か
か
る
が
、
各
施
設
の
維
持

管
理
は
各
市
町
で
賄
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
今

の
予
算
が
広
域
に
移
る
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。

　9 月定例会の市民福祉常任委員会が開催され、一般会計補正予算などが審査されました。一般会計補正
予算では、放課後児童クラブ（角館児童クラブ）の徒歩移動を、安全確保のためマイクロバスでの移動と
することとなり、それに関連しバスのリース料や運転手の賃金等が審査されました。

「平成29年度病院事業会計決算」を認定　医師不足解消と安定経営を求める
　平成 29 年度病院事業会計の決算審査が行われ、市民福祉常任委員会では病院の持続的安定経営のため
医師・看護師の確保や患者への接遇、資金不足の解消などについて議論されました。　

角館児童クラブ　児童の安全確保のためマイクロバスでの移動へ

平成29年度病院事業会計 委員会質疑
質問　病院事業管理者が医師招聘で努力はしている
が、成果が上がっていないのでは。
答弁　病院事業管理者は、秋田県の部長であった実
績があり、県とつながりのある自治医科大からも医
師を派遣して頂いている。医師 3 名と、義務年限を
終了した方 2 名で、一つの自治体に自治医科大出身
者が 5 名もいるのは珍しい。
質問　患者数も減り、経営状況も厳しくなるが、今後
どのような形で進めるのか。
答弁　前の医療計画作成時の議論を、更に深める必
要がある。二つの病院という議論もあるが、観光等
も含め、他への影響を想定した検討も必要である。
質問　角館病院の意見箱は続けているのか。患者への
対応をもう少し親切にという声もあるが。
答弁　意見箱は、各病棟と外来、複数個所に設置し、
接遇向上委員会を設置し、常に職員に指導している。

主
な
内
容

仙北市印鑑条例の一部を改正する条例制定 印鑑証明のコンビニ発行システム導入に伴
う条例改正

放課後児童対策事業費 73万６千円
角館児童クラブの徒歩移動を安全確保のた
めバス移動へ。バスのリース料や運転手賃
金。

健康管理センター管理運営費 774万６千円 屋根の雪止め、塗装等に要する費用。

環境保全センター費 396万５千円 地下水揚水ポンプ、冷却ポンプ等の修繕費。

幼稚園費 38万円 田沢幼稚園の軒先修繕費。

■厳しい経営の市立病院
　医師確保や接遇改善で安定経営を
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質
問　

補
正
予
算
は
、
緊
急
性
を
要
す
る
事

業
や
当
初
予
算
の
追
加
等
で
あ
る
は
ず
が
、

最
近
は
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
事

業
を
補
正
予
算
で
施
行
し
よ
う
と
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
特
に
中
川
集
落
セ
ン
タ
ー
の

舗
装
工
事
は
当
初
予
算
で
計
上
す
べ
き
で
あ

り
、
補
正
予
算
で
何
で
も
出
来
て
し
ま
う
こ

と
は
、
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。

答
弁　

中
川
集
落
セ
ン
タ
ー
の
舗
装
工
事
は

４
年
程
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
一
部

を
企
業
に
駐
車
場
と
し
て
貸
付
中
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
施
行
出
来
ず
に
い
た
。
こ
の
度
、

駐
車
場
契
約
が
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
冬

期
除
雪
前
に
舗
装
す
る
た
め
今
回
の
補
正
予

算
で
計
上
し
た
。

質
問　

今
回
の
補
正
予
算
で
す
べ
て
の
市
道

の
補
修
が
で
き
る
の
か
。
過
去
に
実
施
し
た

道
路
の
劣
化
検
知
車
で
の
検
査
結
果
な
ど
を

活
用
し
て
、
早
め
の
対
策
を
し
て
い
か
な
い

と
一
気
に
道
路
が
傷
ん
で
補
修
が
追
い
つ
か

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

道
路
維
持
補
修
費
の
当
初
予
算
の
執

行
が
９
割
を
超
え
て
い
る
。
今
回
の
補
正
予

算
で
は
す
べ
て
の
市
道
の
補
修
は
で
き
な
い
。

　

雪
解
け
後
の
傷
ん
だ
道
路
の
パ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
は
12
月
の
補
正
予
算
で
対
応
す
る
し
か

な
い
状
況
に
あ
る
。
市
長
は
イ
ン
フ
ラ
に
力

を
入
れ
て
い
く
と
の
方
針
も
示
し
て
い
る
の

で
、
今
後
も
予
算
確
保
に
努
力
し
て
い
く
。

平
成
30
年
度
補
正
予
算 

主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

　9 月定例会の産業建設常任委員会では主に一般会計補正予算や平成 29 年度水道・温泉事業決算を始めと
した各決算が審査されました。また、市道の拡幅を求める請願なども審査され採択しています。

産業建設常任委員会

AKITAスノーリゾート推進事業 仙台空港から田沢湖スキー場への臨時アクセス整備へ

「市道羽根ケ台線及び神代岡崎線を
二車線規格に改良を求める請願」を採択

【請願理由】 羽根ケ台線は小松地区の小学生、
中学生が最も利用する通学路線であるが、道幅
が狭く危険である。また、岡崎線は一部二車線
に拡幅されているが、現在整備中の神代中央線
の取り付けまでの 500 ｍが未整備であることか
ら、羽根ケ台線と岡崎線の未整備区間を二車線
規格に改良をお願いしたい。

【結果】 現在整備中の神代中央線の完成後に工
事内容や工事期間等について具体的にすべきと
して継続審査を求める意見もあったが、請願者
には、神代中央線の完成を最優先にして、その
次の整備であることを確認し、通勤通学道路で
あり、神代中央線の取り付け道路としての調査
も必要であることを考慮し採択とした。

主
な
内
容

雇用創出助成金 350万円 仙北市における新規雇用に対する助成金の
追加

農地集積加速化基盤整備事業 2,412万円 潟野十二峠地区の高度経営体集積促進費の
県補助金の追加（平成３１年度完了予定）

農林業者研修集会施設管理運営費 210万円 中川集落センター駐車場舗装工事費

局所防災事業費 640万円 八割塩手沢地区の山腹崩落防止工事費

AKITA スノーリゾート推進事業費 542万円 田沢湖スキー場を中心としたエリアの冬期
誘客促進関係費

道路維持補修費 265万円 市道の補修経費等の追加

冬期交通対策費 1,500万円 昨冬の豪雪により４月以降の排雪作業が増
大したことによる経費等の追加

公共土木施設災害復旧事業費 1,079万円 本年度７月までの大雨による災害復旧関係
費の追加（１０箇所）

平成29年度 特別・企業会計決算 　　（単位：千円）

会計別 事業名
歳入

( 収入 )
歳出

( 支出 )
歳入歳出
差引額

収入
未済額

特別会計

下水道事業 753,460 752,819 641 7,263

集落排水事業 376,821 376,734 87 1,471

浄化槽事業 92,965 92,909 56 429

企業会計
温泉事業 58,293 59,239 -946 13,211

水道事業 592,399 569,205 23,194 24,052
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台
風
24
号
、
25
号
と
立
て
続
け

に
、
毎
週
末
に
日
本
列
島
を
襲
い

吹
き
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。
大
規

模
停
電
や
突
風
、
収
穫
前
の
果
樹

や
稲
作
、
畑
作
物
等
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

秋
田
県
の
伝
統
芸
能
の
祭
典

「
新
・
秋
田
の
行
事
in
仙
北
２
０

１
８
」
も
台
風
の
為
、
７
日
は
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
６

日
に
は
角
館
町
内
会
場
で
夜
遅
く

ま
で
観
光
客
で
盛
り
上
が
っ
た
の

に
、（
も
う
１
日
あ
れ
ば
な
ぁ
～
）

と
の
関
係
者
の
嘆
き
の
声
が
秋
空

に
空
し
く
響
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
の
９
月
定
例
会
か

ら
、
決
算
審
査
も
同
時
に
行
う
事

と
な
り
ま
し
た
。
決
算
質
疑
が
、

当
局
の
新
年
度
当
初
予
算
に
少
し

で
も
反
映
さ
れ
れ
ば
一
歩
前
進
で

あ
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
紙
面
が
限
ら
れ

て
お
り
、
皆
様
に
予
算
常
任
委
員

会
で
の
審
査
内
容
を
う
ま
く
伝
え

ら
れ
る
か
が
、
今
号
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　

読
者
の
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

編
集
後
記

環
境
の
変
化
が
人
を
変
え
る

　

い
つ
か
ら
稲
刈
り
始
め
る
？

　

今
年
の
収
量
は
ど
う
だ
ろ
う

か
？

　

こ
ん
な
話
題
が
飛
び
交
う
控

室
。
定
刻
（
午
前
10
時
）
が
近
づ

き
各
自
議
場
へ
向
か
う
。
そ
の
姿

が
や
や
緊
張
気
味
に
思
え
る
の
は

気
の
せ
い
か
？

　

9
月
よ
り
運
用
の
、
場
内
に
設

置
さ
れ
た
新
し
い
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

シ
ス
テ
ム
。
仙
北
市
議
会
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
映
像
配
信
は

こ
れ
ま
で
よ
り
も
格
段
に
性
能
が

ア
ッ
プ
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
よ

り
、
議
会
内
で
の
発
言
が
一
瞬
で

拡
散
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
内

容
に
よ
っ
て
は
発
言
者
の
モ
ラ
ル

を
問
わ
れ
、
又
、
そ
れ
以
上
に
注

意
す
べ
き
は
第
三
者
を
傷
つ
け
て

し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
と
い
う
こ

と
。

　

新
し
い
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置

と
い
う
場
内
の
環
境
の
変
化
は
、

私
ど
も
発
言
者
に
、
よ
り
一
層
質

の
向
上
を
求
め
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。

　

そ
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ

る
。

（
門
脇 

晃
幸 

記
）

団　
　

員　

16
名 

３
年
生
４
人

４
年
生
５
人

５
年
生
７
人

監　
　

督　

清
水
和
広
さ
ん

父
母
会
長　

安
藤
郁
弥
さ
ん

コ
ー
チ　

大
石
柊
斗
さ
ん

　

グ
ラ
ン
ド
で
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
る
神
代
小
学
校
の
学
童
野

球
新
人
チ
ー
ム
を
訪
問
し
た
。

　
「
練
習
す
る
日
は
い
つ
で
す

か
。」「
火
・
水
・
金
曜
日
で
す
。」

「
練
習
始
ま
り
の
時
間
は
何
時
で

す
か
。」「
午
後
４
時
か
ら
で
す
。」

私
の
質
問
に
、
歯
切
れ
よ
く
応

え
る
球
児
た
ち
。

　

野
球
や
る
子
が
少
な
く
な
っ

て
き
た
こ
と
は
、
親
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
父

兄
は
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
来
る
の
で
、
そ
の

間
、
指
導
に
当
た
っ
て
く
れ
る

人
を
お
願
い
し
て
い
る
と
い
う
。

前
は
、
会
社
の
社
長
を
や
っ
て
い

る
人
も
い
て
融
通
が
利
い
て
い

た
が
、
今
は
な
か
な
か
そ
う
も

い
か
な
い
の
が
実
情
と
の
こ
と
。

　
「
神
代
は
子
ど
も
の
親
が
監
督

を
務
め
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も

礼
儀
を
大
切
に
指
導
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
挨
拶
が
し
っ

か
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
。」
と
清
水
監
督
の
話
。

　

陽
が
少
し
沈
み
か
け
た
頃
、

グ
ラ
ン
ド
上
に
散
ら
ば
っ
て
い

た
球
児
た
ち
が
、
一
斉
に
立
ち

止
ま
り
、
帽
子
を
と
っ
て
「
お

願
い
し
ま
す
」
と
一
礼
す
る
と
、

そ
こ
に
登
場
し
た
の
は
、
コ
ー

チ
を
務
め
る
こ
の
春
高
校
を
卒

業
し
た
ば
か
り
の
元
球
児
。
一

日
の
仕
事
を
終
え
、
後
輩
の
前

に
立
つ
お
兄
さ
ん
の
は
つ
ら
つ

と
し
た
動
き
に
子
ど
も
た
ち
は

更
に
快
活
さ
を
増
す
。

　
「
照
明
を
補
充
し
て
ほ
し
い
。」

「
冬
場
は
、
ス
キ
ー
な
ど
で
野
球

か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
大

き
な
施
設
が
ほ
し
い
。」「
雨
天

時
対
応
と
し
て
雨
風
を
し
の
げ

る
施
設
が
あ
れ
ば
」
と
父
母
会

の
安
藤
会
長
さ
ん
。
近
く
に
あ
る

神
代
体
育
館
は
空
き
が
な
い
く

ら
い
よ
く
使
わ
れ
て
お
り
、
割

控
室

い
き
い
き
広
場

神
代
若
鮎

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

り
込
む
の
は
大
変
で
あ
る
と
の
こ

と
。

　

学
校
行
事
や
放
課
後
の
疲
れ
を

見
せ
ず
、
好
き
な
野
球
で
大
き
な

声
を
出
し
、
仲
間
を
励
ま
し
気
づ

か
せ
合
う
姿
に
元
気
を
い
た
だ
い

た
。

（
平
岡 

裕
子 

記
）


